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東大阪市横沼町１-４-25
TEL 06-6721-0922
《営業時間》月～金
　　14：00 ～ 18：00

駄菓子屋プチ

【お問い合わせ先・お申し込み先】
　企画グループ営業室長　志村伊織
　大阪市中央区南本町4丁目5―7 東亜ビル3F
　Ｔ Ｅ Ｌ　06-6252-1602（代表）
　TEL受付　9:00～18:00
　Ｕ Ｒ Ｌ　http://i-tv.jp

株式会社 いろえんぴつ

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

6914

子どもたちの
笑顔であふれる

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。
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根川医院
自
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926 5134
株式
会社

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 ん

じ

き
び

パイプイス人引車 36,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

後
注
受
き
つ
に
評
好
大約
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す
ま
し
品
納
で
日

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用「

人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

2017年４月スタート

東大阪新聞チャンネル東大阪新聞チャンネル
毎月㊍19：00～19：30毎月㊍19：00～19：30

自分だけのTV番組がほし
い方は下記へ 週１回30分

１カ月１万円（税別）
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オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

が
街
の
姿
を
塗
り
替
え

た
。利
便
性
が
優
先
さ
れ
、

駄
菓
子
屋
が
街
か
ら
消
え

た
。
す
べ
て
の
駄
菓
子
屋

が
な
く
な
っ
た
か
と
い
う

と
、そ
う
で
は
な
い
。細
々

と
生
き
残
り
、
子
ど
も
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

支
え
続
け
て
い
る
店
が
あ

政
の
機
能
が
停
止
し
、
後

回
し
に
な
る
、
待
つ
の
で

は
な
く
自
分
た
ち
で
対
応

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
備
え

が
必
要
で
あ
る
と
、
実
用

的
な
具
体
例
が
示
さ
れ
た
。

　

市
民
が
普
段
か
ら
も
利

用
で
き
る
よ
う
な
も
の
―

消
火
栓
の
設
置
（
水
圧
・

水
量
は
少
な
い
が
初
期
消

火
に
活
用
、
水
や
り
や
打

ち
水
に
も
利
用
可
）。
な

じ
み
や
す
い
も
の
―
身
元

確
認
に
は
指
紋
な
ど
の
生

体
確
認
シ
ス
テ
ム
の
開

発
、
医
療
情
報
や
常
備
薬

な
ど
の
「
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
」
を
冷
蔵
庫
に
保

管
す
る
。
医
療
情
報
な
ど

の
情
報
を
冷
蔵
庫
に
貼
り

つ
け
た
り
、
財
布
に
入
れ

て
お
く
「
安
心
カ
ー
ド
」

は
緊
急
時
に
役
立
つ
。
最

講
演「
地
域
防
災
の
現

状
と
産・学
の
連
携
」

　

立
命
館
大
学
・
歴
史
都

市
防
災
研
究
所
の
豊
田
祐

輔
准
教
授
は
、
地
域
と
一

緒
に
防
災
を
考
え
る
な
か

で
、
企
業
と
つ
き
あ
う
よ

う
に
な
り
産
・
学
連
携
の

重
要
性
を
痛
感
し
た
と

語
っ
た
。

　

今
後
30
年
間
の
地
震
発

生
の
確
率
に
つ
い
て
、
過

去
の
想
定
例
と
実
際
例
を

各
種
資
料
で
対
比
し
、「
最

近
の
熊
本
や
鳥
取
、
和
歌

山
な
ど
の
地
震
か
ら
見
て

も
太
平
洋
側
の
発
生
確
率

は
高
い
、
西
日
本
は
活
動

期
に
入
っ
て
い
る
」
と
指

摘
。「
意
識
は
持
っ
て
い
る

が
何
も
準
備
し
て
い
な
い

の
が
現
実
」
と
言
う
。
災

害
時
は
普
段
の
民
間
・
行

ち
ら
こ
ち
ら
に
残
っ
て
い

る
。

　

近
鉄
大
阪
線
長
瀬
駅
か

ら
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
と
こ

ろ
に
あ
る
駄
菓
子
屋
プ
チ

も
そ
ん
な
店
の
一
つ
だ
。

小
学
生
か
ら
中
学
生
ま

で
、
放
課
後
に
な
る
と
少

し
ず
つ
集
ま
る
。
お
菓
子

を
選
び
な
が
ら
は
し
ゃ
ぐ

後
に
、
大
学
と
企
業
の
連

携
例
と
し
て
災
害
対
応
型

自
動
販
売
機
や
防
災
災
害

用
タ
タ
ミ
、
人
引
車
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
熱
気
で
店

内
は
熱
気
む
ん
む
ん
。

　
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
お
湯

入
れ
て
」
と
言
う
子
ど
も

に
、「
今
日
は
ラ
ー
メ
ン
、

そ
れ
と
も
パ
ス
タ
に
す

る
？
」
と
包
み
込
む
よ
う

な
笑
顔
で
聞
く
松
葉
麻
理

子
さ
ん（
64
）。
両
手
い
っ

ぱ
い
に
お
菓
子
を
持
っ
て

く
る
子
ど
も
に
は
、「
買

い
す
ぎ
や
で
。減
ら
し
や
」

の
防
災
機
材
の
寄
贈
と
活

用
の
現
状
が
報
告
さ
れ

た
。東

日
本
大
震
災
の

被
災
者
の
体
験
談

　

同
法
人
の
メ
ン
バ
ー
の

稲
荷
田
優
さ
ん
は
南
相
馬

市
で
の
体
験
か
ら
教
訓
を

語
っ
た
。「
ま
ず
自
分
の

身
を
第
一
に
、
と
に
か
く

逃
げ
る
こ
と
。
ケ
イ
タ
イ

や
公
衆
電
話
な
ど
は
役
立

た
な
い
。
ト
イ
レ
は
大
変

分
で
守
る
た
め
に
逃
げ
る

こ
と
、
そ
れ
が
『
自
助
』、

そ
う
す
れ
ば
隣
人
を
助
け

に
行
く
こ
と
が
で
き
る

『
共
助
』と
な
る
。そ
し
て
、

地
域
住
民
の
協
力『
公
助
』

が
不
可
欠
だ
」
と
強
調
。

　

避
難
を
す
る
と
き
、

集
中
す
る
の
で
二
次
災

害
を
引
き
起
こ
す
。
車

も
人
も
自
転
車
も
一
斉

に
動
く
の
で
、
ど
こ
へ

逃
げ
る
の
か
「
避
難
の

仕
方
」
や
「
避
難
指
導

士
」
を
各
地
域
ご
と
に

つ
く
る
こ
と
だ
。ま
た
、

日
本
人
の
精
神
性
は

〝
助
け
合
う
〟
こ
と
に

あ
る
、
日
ご
ろ
か
ら
仲

良
く
し
て
お
く
こ
と
。

岩
手
県
の
大
槌
町
の
よ

う
に
、「
小
中
高
校
生

や
若
者
を
中
心
に
避
難

訓
練
す
る
の
が
最
も
良

い
」
と
話
し
た
。

　

最
後
に
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
開
発
商
品
「
人
引

車
」
に
は
ロ
ー
プ
が
つ
い

て
い
る
の
で
か
な
り
の
距

離
で
も
活
用
で
き
る
と
説

明
し
た
。

　

フ
ジ
ワ
ラ
産
業
株
式
会

だ
が
コ
ン
ビ
ニ
で
は
水
が

出
な
い
の
で
大
病
院
し
か

利
用
で
き
な
い
。
商
売
は

ガ
ソ
リ
ン
の
便
乗
値
上
げ

な
ど
見
て
き
た
が
、
目
先

の
利
益
に
と
ら
わ
れ
て
い

る
と
お
客
を
失
う
、
長
い

目
で
見
る
こ
と
だ
」
と
話

し
た
。

企
業
の
取
り
組
み

　

マ
ツ
モ
ラ
産
業
株
式
会

社
の
松
茂
良
興
治
会
長
は

「
ま
ず
、
自
分
の
命
は
自

社
営
業
部
防
災
グ
ル
ー
プ

矢
野
巧
課
長
は
自
社
の

「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」
に

つ
い
て
「
藤
原
社
長
の
親

族
が
被
災
し
た
こ
と
か

ら
、
何
と
し
て
も
助
け
て

い
き
た
い
と
い
う
観
点
か

ら
開
発
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

産
・
学
連
携
の
取
り
組

み
に
関
し
て
、
京
都
大
学

防
災
研
究
所
に
よ
る
実
証

実
験
で
、
タ
ワ
ー
柱
が
角

柱
だ
と
漂
流
物
が
か
ら
む

た
め
「
丸
柱
」
に
し
、
柱

材
鋼
管
内
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
充
填
補
強
し
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
。

　

工
事
中
の
高
知
県
黒
潮

町
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は

高
さ
25
メ
ー
ト
ル
、
天
井

ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
日

本
最
高
位
の
高
さ
を
持
つ

も
の
。
大
手
企
業
と
の
コ

ン
ペ
に
勝
ち
、
そ
の
性
能

が
高
く
評
価
さ
れ
受
注
、

北
海
道
や
ス
マ
ト
ラ
か
ら

も
引
き
合
い
が
あ
る
と
話

し
た
。
ま
た
、
御
岳
山
の

噴
火
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災

倉
庫
な
ど
の
実
績
を
述
べ

た
。

　

駄
菓
子
屋
に
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
る
。
昭
和
の
時
代
に
は
街
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ

た
子
ど
も
の
憩
い
の
場
、
駄
菓
子
屋
。
思
い
浮
か

べ
る
だ
け
で
郷
愁
を
覚
え
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

と
注
意
す
る
。
母
親
の
よ

う
な
松
葉
さ
ん
を
慕
う
子

ど
も
た
ち
。

　

も
と
も
と
こ
こ
は
銭

湯
だ
っ
た
。
夫

の
松
葉
健
一
さ

ん
（
66
）
は
家

業
を
継
ぐ
も
、

収
入
を
安
定
さ

せ
る
た
め
保
険

代
理
店
を
始
め

た
。

　

近
く
に
樟
蔭
女
子
大
学

の
寮
が
あ
り
、
女
子
大
生

が
毎
日
の
よ
う
に
銭
湯
に

入
り
に
き
て
い
た
。
寮
で

は
週
に
２
回
し
か
風
呂
を

炊
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

あ
る
と
き
か
ら
寮
で
毎
日

風
呂
を
炊
く
よ
う
に
な

り
、
銭
湯
の
お
客
さ
ん
が

減
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
頃

に
な
る
と
、
保
険
代
理
店

の
収
入
が
安
定
し
て
い
た

の
で
、
銭
湯
を
閉
じ
保
険

代
理
店
一
本
で
行
こ
う
と

健
一
さ
ん
は
決
意
し
た
。

今
か
ら
20
年
前
だ
。

　

銭
湯
を
閉
じ
る
と
き
、

麻
理
子
さ
ん
は
子
ど
も
た

ち
が
気
楽
に
集
え
る
場
を

作
り
た
い
と

思
い
、
保
険

代
理
店
の
横

に
駄
菓
子
屋

コ
ー
ナ
ー
を

設
け
た
。

　

こ
の
20
年

で
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
環
境
は
様
変

わ
り
し
た
。
し
か
し
、
心

の
交
わ
り
を
求
め
る
子
ど

も
た
ち
の
本
質
は
変
わ
ら

な
い
。

　
「
家
の
次
に
寛
げ
る
場

所
」
と
大
人
び
た
口
調
で

言
い
な
が
ら
お
菓
子
を
食

べ
る
小
学
生
。「
お
ば
ち
ゃ

ん
は
厳
し
い
け
れ
ど
、
優

し
い
」
と
照
れ
な
が
ら
話

す
中
学
生
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ほ
っ
と

で
き
る
場
が
少
な
く
な
っ

た
現
代
。
駄
菓
子
屋
プ
チ

が
い
つ
ま
で
も
あ
れ
ば
い

い
の
に
な
、
と
取
材
を
通

じ
て
感
じ
た
。

子どもたちに囲まれる松葉麻理子さん（中央）

ワイワイガヤガヤ楽しい言葉のキャッチボール

駄
菓
子
屋
プ
チ

松
葉 
麻
理
子 

さ
ん

いずれやってくる、地震災害などに向けて
防災セミナー

災害から生活を守る産・学の取り組み

平

成

29
年
度 

　

東
大
阪
読
書
友
の
会
の
平
成
29
年
度
テ
ー
マ
本
が
決

ま
っ
た
（
一
覧
表
参
照
）。

　

読
書
会
は
毎
月
第
３
火
曜
日
13
時
〜
15
時
、
大
阪
商
業

大
学
谷
岡
記
念
館
1
階
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
4
―
1
―

10
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
年
会
費
は
３
、０
０
０
円
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
本
紙
東
大
阪
新
聞
社
（
☎
０
７
２
―

９
２
６
―
５
１
３
４
）
へ
。

　

４
月　
「
坊
ち
ゃ
ん
」
夏
目
漱
石

　

５
月　
「
八
朔
の
月
」
高
田
郁

　

６
月　
「
阿
蘭
陀
西
鶴
」
朝
井
ま
か
て

　

７
月　
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
藤
沢
周
平

　

８
月　

休
み

　

９
月　
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
宮
沢
賢
治

　
　
　
　
「
幻
坂
」
有
栖
川
有
栖

　

10
月　
「
脂
肪
の
塊
」
モ
ー
パ
ッ
サ
ン

　

11
月　
「
徒
然
草
」
吉
田
兼
好

　

12
月　
「
櫛く

し

挽ひ
き
道ち

守も
り
」
木
内
昇

　

１
月　

新
年
会
（
自
由
討
論
）

　

２
月　
「
南
の
島
に
雪
が
降
る
」
加
東
大
介

　

３
月　
「
沈
黙
」
遠
藤
周
作

＊
10
月
第
２
金
曜
日
、
と
よ
読
書
会
交
歓
会
開
催
（
豊

中
図
書
館
に
て
）

　
　

テ
キ
ス
ト
「
長
女
た
ち
」
篠
田
節
子

東
大
阪
読
書
友
の
会

17
時
30
分
オ
ン
エ
ア

　
「
皆
さ
ん
、こ
ん
ば
ん
は
。

本
日
か
ら
ロ
シ
ア
語
の
勉

強
を
始
め
ま
す
」
と
流
暢

な
日
本
語
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
。
受
講
者
に
「
発
音
や

単
語
は
も
の
す
ご
く
難
し

い
で
す
。
で
も
簡
単
な
も

の
か
ら
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
く
話
を
聞
く
こ

と
、
宿
題
も
あ
り
ま
す
」

と
微
笑
み
な
が
ら
語
り
か

け
る
。

　
「
え
ー
、
宿
題
も
あ
る
の

で
す
か
」
と
驚
く
受
講
生

に
「
旅
行
に
行
っ
て
困
ら

な
い
よ
う
に
、
ま
ず
基
本

的
な
挨
拶
の
言
葉
か
ら
」

と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
板

書
。「
こ
れ
は
先
生
や
目
上

の
人
に
使
う
丁
寧
な
言
葉
。

こ
れ
は
若
者
言
葉
で
、
親

し
い
間
柄
で
使
い
ま
す
」

と
解
説
が
続
く
。

　
「
そ
れ
で
は
発
音
し
て
く

だ
さ
い
！
」「
あ
っ
て
い
ま

す
か
？
」「
大
丈
夫
で
す
、

合
っ
て
い
ま
す
！
」
と
和

や
か
な
雰
囲
気
で
復
習
。

ア
イ
ウ
エ
オ
に
相
当
す
る

ロ
シ
ア
語
の
母
音
が
説
明

さ
れ
、
30
分
間
の
講
義
は

終
わ
っ
た
。

　

マ
リ
ア
さ
ん
は
「
こ
の

番
組
が
流
れ
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
習
っ
た
こ
と
は

す
ぐ
使
う
こ
と
が
大
事
」

と
話
す
。
今
後
、
反
応
や

要
望
な
ど
を
取
り
入
れ
て

バ
ジ
ョ
ー
ン
ア
ッ
プ
し
た

い
と
抱
負
を
語
っ
た
。

あ
な
た
だ
け
の
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
番
組
を
放
送

　
「
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
Ｔ
Ｖ
」

開
発
責
任
者
の
株
式
会
社

い
ろ
え
ん
ぴ
つ
・
企
画
グ

ル
ー
プ
営
業
室
長
志
村
伊

織
さ
ん
（
38
）
は
「
一
般

の
人
も
情
報
発
信
す
れ
ば

い
い
。
自
分
で
来
て
、
自

分
で
考
え
て
、
自
分
で
発

信
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族

や
仲
間
た
ち
で
楽
し
む
の

も
良
い
。
自
分
だ
け
の
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
Ｔ
Ｖ
番
組

を
持
て
ば
い
い
。
そ
し
て
、

楽
し
め
ば
い
い
。
そ
の
番

組
の
配
信
を
お
手
伝
い
を

す
る
の
が
私
た
ち
の
仕
事

で
す
」
と
話
す
。

　

番
組
の
内
容
は
個
人

的
な
趣
味
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
外
国
語
の
外
国
人
に

よ
る
外
国
人
の
た
め
の
配

信
、
社
長
の
ひ
と
こ
と
配

信
、
現
代
医
療
の
最
前
線

配
信
、
占
い
番
組
、
地
域

の
情
報
番
組
、
商
店
街
情

報
・
通
販
情
報
・
店
舗
紹

介
番
組
、
教
養
番
組
、
各

種
ク
ラ
ブ
情
報
番
組
な
ど
、

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
趣
味
の
世

界
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

教
養
番
組
ま
で
と
多
種
多

様
だ
。
ジ
ャ
ン
ル
や
コ
ン

テ
ン
ツ
は
思
い
つ
く
ま
ま

自
由
に
内
容
を
配
信
す
れ

ば
よ
い
。
す
で
に「
ド
ロ
ー

ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
」「
た
け
る

君
チ
ャ
ン
ネ
ル
」「
竪
琴

チ
ャ
ン
ネ
ル
」「
サ
ウ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

な
ど
が
オ
ン
エ
ア
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が
た
ま

り
次
第
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ

ル
を
作
成
す
る
予
定
だ
。

決
ま
っ
た
曜
日
の
決
ま
っ
た

時
間
に
で
き
る
ラ
イ
ブ
配
信

　

放
送
ス
タ
ジ
オ
は
、
地

下
鉄
本
町
駅
18
番
出
口
か

ら
徒
歩
３
分
の
東
亜
ビ
ル

３
階
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の

よ
さ
も
あ
り
、
仕
事
帰
り

の
ひ
と
時
を
個
人
や
仲
間

で
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
自
分
だ
け
の
、
自
分

た
ち
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
番

組
は
決
ま
っ
た
曜
日
の
決

ま
っ
た
時
間
に
オ
ン
エ
ア

（
生
放
送
）
さ
れ
る
。
視
聴

す
る
に
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
な
ど
好
み
の
端
末
で

対
応
で
き
る
の
で
活
用
範

囲
は
広
く
、
普
及
が
期
待

さ
れ
そ
う
だ
。

　
「
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
Ｔ
Ｖ
」

の
利
用
シ
ス
テ
ム
は
自
分

で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
、

ス
タ
ジ
オ
入
り
す
れ
ば
プ

ロ
の
ス
タ
ッ
フ
が
誘
導
し

て
く
れ
る
と
い
う
簡
単
な

も
の
。
放
送
料
金
は
週
１

回
・
30
分
枠
で
１
カ
月
１

万
円
（
税
別
）、
契
約
期
間

は
３
カ
月
（
１
ク
ー
ル
）

以
上
が
基
本
。
配
信
デ
ー

タ
な
ど
は
後
日
、
デ
ー
タ

で
受
け
取
れ
る
。

　

利
用
に
つ
い
て
の
注
意

事
項
と
し
て
未
成
年
者
の

利
用
は
保
護
者
の
同
意
書

が
必
要
で
あ
り
、
利
用
時

間
帯
の
制
限
が
あ
る
。
ま

た
性
的
、
暴
力
、
薬
物
描

写
の
あ
る
企
画
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
。�

（
石
河
亮
平
）

「
皆
さ
ん
、 こ
ん
ば
ん
は
。
私
だ
け
の
Ｔ
Ｖ
番
組
で
す
」

自
分
で
来
て
、自
分
で
考
え
て
、自
分
で
発
信

あ
な
た
だ
け
の
番
組
を
ラ
イ
ブ
配
信

「
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
Ｔ
Ｖ
」

　

２
月
25
日
午
後
、
大
阪
市
立
あ
べ
の
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂
で
「
災
害

か
ら
生
活
を
守
る
産
・
学
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。
主
催
は
民
間
産
業
支
援
組
織
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
小
企
業
サ
ポ
ー

ト
隊
（
八
尾
市
跡
部
本
町
１
―
１
―
36
）。
50
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
た
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て
、
地
域
防
災
の
取
り
組

み
が
一
段
と
広
が
り
そ
う
だ
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
使
い
個
人
が
意
見
を
発
信
し
た
り

動
画
を
配
信
す
る
の
が
当
た
り
前
の
時
代
。
そ
ん
な
な
か
、
新
し
い
試
み
の

「
お
手
軽
Ｔ
Ｖ
配
信
」
が
生
ま
れ
た
。
プ
ロ
仕
様
の
放
送
用
機
器
を
使
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
分
だ
け
の
マ
イ
番
組
を
放
送
す
る
「
い
ろ
え

ん
ぴ
つ
Ｔ
Ｖ
」
が
今
年
１
月
か
ら
放
送
を
始
め
た
。

　
地
下
鉄
本
町
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
１
室
。
ス
タ
ジ
オ
で

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
言
語
学
を
教
え
て
い
た
女
性
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
ロ
シ

ア
語
を
書
き
な
が
ら
受
講
者
に
語
り
か
け
る
。「
初
級
ロ
シ
ア
語
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
日
本
語
を
学
ん
だ
と
い
う
大
阪
大
学
大
学
院
の
留
学

生
で
あ
る
マ
リ
ア
さ
ん
の
番
組
だ
。
放
送
現
場
を
取
材
し
た
。

駄菓子屋プチ

ＮＰＯ法人中小企業サポート隊・浜田典弥理事長の挨拶風景

ス
マ
イ
ル
気
功

常
時
、
生
徒
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

気
功
に
『
笑
い
』
の
要
素
を
含
め
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
楽

に
合
わ
せ
踊
る
た
め
、
年
齢
、
性
別
問
わ
ず
、
健
康
の
維
持
・

増
進
の
お
役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

枚
岡
神
社
の
『
お
笑
い
神
事
』
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
な
か
で
「
笑
い
」
の
大
切
さ
に
痛
感
し
、近
鉄
『
枚
岡
駅
』

徒
歩
２
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
出
雲
井
会
館
で
「
天
空
教
室
」

を
開
い
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

東
大
阪
市
を
は
じ
め
、
神
戸
市
、
大
阪
市
、
堺
市
の
各
地
の

教
室
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先
★
０
９
０―

３
３
５
７―

０
０
８
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sho-kikou.com

E-m
ail　

sacraclub123@
gm
ail.com

事
務
所　

代
表　

美
濃
部
わ
こ
（
サ
ク
ラ
倶
楽
部
所
属
）

〒
５
９
０―

７
０
８

堺
市
堺
区
戎
島
町
２―

30―

７
０
８

電
話
：
０
７
２―

２
７
５―

８
８
２
０

　

今
は
昔
、「
ハ
ナ
金
」
と
い
う
も
の
あ

り
け
り
。
バ
ブ
ル
時
代
の
週
末
の
賑
わ
い

を
今
一
度
と
願
う
「
プ
レ
金
」。
２
月
24

日
は
初
の「
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー（
プ

レ
金
）」
だ
っ
た
。
プ
レ
金
は
経
済
産
業

省
と
経
団
連
、
業
界
団
体
な
ど
が
協
力
し

て
、
月
末
の
金
曜
日
に
早
帰
り
を
促
し
、

消
費
を
喚
起
す
る
、
と
同
時
に
短
時
間
で
生
産
性

を
上
げ
る
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
も
の
。

　

首
都
圏

が
対
象
の

事
後
調
査

（「
イ
ン
テ
ー
ジ
」・
東
京
）
に
よ
る
と
「
実
際
に

早
く
帰
っ
た
人
は
３
・
７
％
」
だ
っ
た
。
昨
秋
か

ら
盛
ん
に
報
道
が
さ
れ
て
い
た
の
に
帰
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
理
由
の
第
１
位
は
、約
９
割
が「
仕

事
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
」
だ
。
物
事
を
進
め
る
に

は
「
準
備
８
割
、
実
行
２
割
」
と
い
う
。
プ
レ
金

の
実
施
率
を
従
業
員
規
模
で
見
る
と
千
人
以
上
で

24
・
１
％
と
低
調
だ
。「
そ
ん
な
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、

一
部
の
大
企
業
だ
け
の
話
」
と
い
う
の
が
現
実
だ

ろ
う
。

　

プ
レ
金
の
目
的
に
は
生
産
性
の
向
上
や
長
時
間

労
働
の
是
正
が
あ
る
。
プ
レ
金
に
呼
応
し
て
週
末

の
会
議
自
粛
、
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
取
得
な
ど

が
報
じ
ら
れ
た
が
、小
手
先
の
対
策
で
し
か
な
い
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
富
士
通
は
２
年
間
の
試
行

で
生
産
性
向
上
を
確
認
し
た
と
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」

の
全
社
導
入
を
発
表
し
た
。
ま
た
在
宅
勤
務
を
導

入
す
る
企
業
も
相
次
い
だ
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
今

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
１
台
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
仕
事
は

で
き
る
時

代
だ
。

　

次
回
は

多
く
の
会
社
が
決
算
日
の
３
月
31
日
、
４
月
は
28

日
で
大
型
連
休
の
初
日
と
な
る
。
仕
事
の
仕
方
や

流
れ
を
ス
リ
ム
化
し
、
懐
疑
的
な
会
議
の
廃
止
な

ど
に
加
え
、事
前
準
備
を
し
っ
か
り
と
行
い
た
い
。

早
帰
り
の
趣
旨
は
自
分
の
可
処
分
時
間
を
生
み
だ

す
こ
と
に
あ
る
。「
週
休
３
日
」
の
布
石
と
し
て

定
着
さ
せ
た
い
。

　

た
だ
単
に
早
帰
り
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は

趣
旨
が
ぶ
れ
る
。「
プ
レ
金
」
が
「
ぶ
れ
金
」
に

な
り
か
ね
な
い
。

事
前
準
備
で「
プ
レ
金
」定
着
を

晴耕雨読



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年３月１５日（水）

先人に学ぶ人間学塾の会場
まちライブラリー＠大阪府立大学に

３月から変わる

　

前
回
に
引
き
続
き
、「
税
制
改
正
」
に
つ
い
て
書
く

の
で
す
が
、
今
回
も
題
材
は
消
費
税
で
す
。
前
回
資
本

金
が
１
、
０
０
０
万
円
の
新
規
設
立
会
社
は
２
年
間
免

税
事
業
者
に
な
れ
な
い
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
後
の
平
成
22
年
の
消
費
税
改
正
の
話
で
す
。

　

こ
の
年
の
改
正
は
、
上
記
の
新
規
１
、
０
０
０
万

円
設
立
の
会
社
に
対
し
て
、
開
業

年
度
と
２
年
目
（
本
来
免
税
の
期

間
）
に
税
抜
１
０
０
万
円
以
上
の

固
定
資
産
を
購
入
し
た
場
合
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
１
０
０
万
円
以
上

の
固
定
資
産
？　

思
い
当
た
る
の

は
、
建
物
、
内
装
工
事
費
、
機
械
、

車
両
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

購
入
す
る
と
ど
う
な
る
か
。
購
入

し
た
年
か
ら
３
年
間
は
簡
易
課
税

を
選
択
で
き
な
い
し
、
免
税
に
も

戻
れ
ま
せ
ん
よ
と
な
っ
た
の
で
す
。
も
と
も
と
３
年
目

は
簡
易
課
税
を
選
べ
た
し
、
免
税
に
な
る
場
合
も
あ
っ

た
の
が
ダ
メ
と
な
り
ま
し
た
。
固
定
資
産
を
買
っ
た
ば

っ
か
り
に
…
。

　

個
人
事
業
者
の
場
合
も
同
様
に
、
免
税
事
業
者
の
方

が
わ
ざ
わ
ざ
課
税
事
業
者
に
な
る
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
。
法
人
も
同
様
で
す
。
そ
れ
は
設
備
投
資
を
す
る

と
き
に
設
備
に
含
ま
れ
て
い
る
消
費
税
を
返
し
て
も

ら
う
た
め
で
す
。
し
か
し
こ
の
場
合
「
次
の
年
も
課

税
事
業
者
で
い
て
下
さ
い
よ
！
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
１
年
だ
け
の
食
い
逃
げ
は
ダ
メ
！　

翌
年
は
支
払
っ

て
！
」
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
改
正
で
「
３
年
目
も
消
費

税
を
払
っ
て
ね
。
簡
易
課
税
も
ダ

メ
よ
。」
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
か
ら
見
え
る
こ

と
。「
還
付
だ
け
を
し
て
も
ら
っ
て

食
い
逃
げ
は
ダ
メ
で
す
よ
。
後
の

２
年
間
は
消
費
税
払
っ
て
く
だ
さ

い
よ
」。
そ
ん
な
感
じ
で
す
。
た
ま

た
ま
１
年
目
に
１
０
８
万
円
の
内

装
工
事
を
し
て
事
務
所
を
つ
く
り

ま
し
た
。
資
本
金
１
０
０
０
万
円

の
会
社
は
、
こ
の
設
備
投
資
の
た
め
に
３
年
目
も
簡
易

課
税
が
で
き
な
く
な
り
、
本
来
は
免
税
だ
っ
た
が
消
費

税
が
か
か
り
ま
す
。

　

消
費
税
は
最
終
消
費
者
が
負
担
す
る
も
の
で
す
し
、

預
か
っ
て
い
る
だ
け
で
損
得
は
な
い
の
で
す
。
し
か
し

制
度
の
作
り
方
で
損
を
し
た
気
に
な
り
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
先
人
に
学
ぶ

人
間
学
塾
の
会
場
が
３
月

か
ら
変
わ
る
。
新
会
場

は
、
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

＠
大
阪
府
立
大
学
（
大
阪

市
浪
速
区
敷
津
東
２
―
１

―
41
）。
地
下
鉄
大
国
町

駅
（
御
堂
筋
線
・
四
つ
橋

線
）
１
号
出
口
よ
り
約
４

５
０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

　「ヌード写真を大
切に持っているんで
しょ。誕生日まで覚
えているって言って
なかった。山好きな
女優さんよね」
　ヌード写真といっ
ても、昭話55年のＧ
ＯＲＯ３月13日号を
持っているだけのこ
となのだ。若い子好みと言われるのは、セー
ラームーンという店の20歳くらいの女の子達
と話をするのが好きだといううわさを聞いて
の嫌味かもしれない。
　さてここらでやはりカラオケタイムだろ
う。夜霧の慕情と羽田発７時50分の後にチャ
ンチキおけさというわけにも行かない。かと
いって野球小僧も合わない。みだれ髪でも
歌ってみよう。これは未練を持つ捨てられた
女の歌だ。今、十帖田が追っかけをしている
歌手黒木千里はよく美空ひばりを歌う。これ
を歌おう。
　「ママ、おなかが空いたわ」
　そう言ってまりちゃんは１品代わりに出て
いた上巻寿司をほうばった。
　「これおいしいわあ。そう言うたらこの前
ベッカムさんがママにあの寿司屋に行こう言
うてたけど連れてってくれたの」
　「例のお寿司屋さんでしょ。おいしかった
わ。ネタが大きくてね。シャリがすごく小さ
いの。ベッカムちゃんと２人になったからお
店を閉めて行ったんだけど、タクシーを待っ
ている間にとしちゃんが来たのよ。もちろん
帰ってもらったけど」
　「あの暗い大伴さんやな。いつもママにあ
の有名な鉄板のステーキ連れて行く言うてる
やないの」
　「この前も行こうなんて言ってたわ。私ね、
お金もないくせにって言ってしまったの。何
か急に元気がなくなっちゃって…。少し言い
過ぎたとは思っているのよ。田ちゃんみたい
な人なら何を言われても応えないんだろうけ
ど、あの人は繊細だから」
　これはまりちゃんに言っているようでも少
しは十帖田に聞こえるように話しているのだ
ろうが、どう答えていいか分からない。お金
もないくせに、は結構重い」
　「ちょっと言い過ぎぐらいが丁度いいのよ。
結構今、マゾの男が多いんやから」
　まりちゃんが、言い過ぎたと言うママにそ
う答えながら巻寿司をぱくつく。オイオイ、
男はマゾかよ、と言いたいところだがそこは
ぐっと抑えて巻寿司を１つつまんだ。ここで
美空ひばりを１曲歌ってこのシーンは終ろ

う。
　この日はまりちゃ
んに言われてしまっ
た。
　「十帖さんの話を
おばはんが喜んで聞
いているのは何でや
と思う。あんたが敬
語でうまいことしゃ
べるさかいやよ。こ

こらのおっさん連中はみんな人を見下したみ
たいなしゃべり方する。人と人の裸の会話が
でけへんねん」
　確かに、肩書きなしで１人の人としての対
等な会話ができない人がかなりいる。見えな
いよろいを着ているから、うまく自分を表現
できない。自己開示が下手なのだ。ただペテ
ン師は対等な会話ができるだけでは務まらな
い。ほんの少し下から入って、なれなれしく
対等の会話へもって行き、そしていつの間に
か少し上に立って「ぜひこうしてみなさいよ」
と、自分の都合いい方へもって行くのだ。
　若葉の頃も過ぎ、日中はすでに夏の暑さを
感じさせる。夜になっても蒸し暑いある日、
開店すぐのダイヤモンドのカウンターにはめ
ずらしく娘の恬

やす

子
こ

がいた。客もママもまだの
ようだ。そこへこれもめずらしくやってきた
のは阿倍成平だった。
　「さすが恬子ちゃんは倹約家だなあ」
　いつもより店の照明が暗いこととクーラー
が動いていないことに気付いた成平が冗談ぽ
く言う。
　「ごめんね。ちょっと節約しすぎかしら。
私って…この仕事向いてないのよね」
　そう言いながら恬子は成平におしぼりを渡
した。
　「向いてないって、今日はちょっと自虐的
だなあ」
　「あら成平さん、少し影のある女が好きだっ
て言わなかった」
　「影がある女が好きなんじゃなくて、影の
あるときの恬子ちゃんが好きなんだよ」
　そこへスーパーの袋を抱えてママがやって
きた。
　「いらっしゃいナリちゃん。うまいこと言
うようになったわねえ。堅物だと思っていた
のに、きっと女たらしになるわ」
　スーパーの袋を恬子に渡すと、ママは急い
でトイレに入った。かなり我慢していたに違
いない。
　「恬子、トイレの電気電気」
　恬子はトイレの電気まで節約していたよう
だ。

百人一首殺人事件 ⑥

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
❽

税制改正は毎年あるのだけど②

笑う笑う
税理士
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税理士 上西　知

　
「
い
や
、
そ
な
い
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
な
」

　

そ
う
言
っ
て
頬
を
ぽ
り
ぽ
り
か
く
専
務
の
吉
村
。

薄
く
な
っ
た
頭
髪
の
隙
間
か
ら
は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
の
大
地
の
ご
と
く
赤
肌
が
広
が
っ
て
い
る
。
毛

先
に
溜
ま
っ
た
汗
の
雫
は
光
を
取
り
込
ん
で
ま
た
別

の
場
所
へ
送
る
こ
と
で
虹
の
卵
の
よ
う
に
煌
め
い
て

い
た
。

　
「
君
が
水
原
っ
て
言
わ
れ
て
も
…
」

　

困
り
果
て
た
顔
で
吉
村
は
翔
平
を
見
つ
め
て
い
る
。

　
「
い
や
、
あ
の
、
専
務
。
本
当
に
僕
で
す
。
水
原
翔

平
で
す
」

　

翔
平
の
そ
の
言
葉
に
吉
村
は
さ
ら
に
困
惑
し
た
。

　
「
あ
の
な
、
君
、
ほ
ん
ま
の
こ
と
言
わ
な
あ
か
ん
で
。

水
原
に
頼
ま
れ
た
ん
や
ろ
？
」

　

翔
平
は
勢
い
よ
く
か
ぶ
り
を
振
っ
た
。

　
「
専
務
、
本
当
で
す
。
信
じ
て
く
だ
さ
い
。
朝
起
き

た
ら
、
こ
ん
な
姿
に
な
っ
て
い
て
。
家
族
も
驚
い
て
、

い
や
、
何
よ
り
僕
自
身
が
一
番
驚
い
て
い
ま
す
！
」

　

吉
村
は
節
ば
っ
た
右
手
で
薄
い
髪
を
か
き
上
げ
た
。

頭
を
撫
で
る
こ
と
で
混
乱
を
治
め
よ
う
と
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
厚
い
掌
に
か
き
上
げ
ら
れ
た
髪
は
細

か
い
汗
の
飛
沫
を
放
ち
、
そ
れ
は
植
物
が
胞
子
を
飛

ば
す
よ
う
に
、
霧
と
な
っ
て
空
気
の
中
へ
溶
け
込
ん

だ
。

　
「
と
り
あ
え
ず
、
水

原
に
連
絡
し
て
も
ら

え
る
か
？
」

　

そ
の
言
葉
を
聞
い

て
翔
平
は
吉
村
の
腕

を
両
手
で
掴
ん
だ
。

　
「
本
当
な
ん
で
す
っ

て
！　

専
務
、
信
じ

て
く
だ
さ
い
！
」

　

思
い
の
ほ
か
力
が
強
か
っ
た
の
か
翔
平
は
吉
村
の

体
を
大
き
く
揺
す
っ
た
。

　
「
あ
ぁ
、
も
う
！　

や
め
ぇ
、
や
め
ぇ
！
」

　

吉
村
は
体
を
振
り
切
っ
た
。

　
「
あ
ん
な
、
兄
ち
ゃ
ん
、
大
人
を
な
め
ん
の
も
え
ぇ

加
減
に
せ
ぇ
よ
。
水
原
に
何
を
頼
ま
れ
た
ん
か
知
ら

ん
け
ど
、
ワ
シ
も
そ
ん
な
し
ょ
ー
も
な
い
こ
と
に
付

き
合
っ
て
ら
れ
へ
ん
ね
ん
。
あ
ん
な
、
と
り
あ
え
ず

水
原
に
今
す
ぐ
工
場
に
来
い
っ
ち
ゅ
う
て
言
う
と
け
。

来
ん
か
っ
た
ら
ク
ビ
や
、
い
う
て
」

　

そ
う
言
っ
て
吉
村
は
背
を
向
け
て
行
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

冷
静
に
考
え
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
人

間
が
一
夜
に
し
て
別
人
に
成
り
変
る
こ
と
な
ど
あ
り

得
る
は
ず
が
な
い
。
吉
村
が
怒
る
の
も
当
然
だ
。

　

家
族
で
す
ら
同
じ
よ
う
な
反
応
だ
っ
た
。

　
「
あ
ん
た
誰
？
」

　

そ
う
言
っ
て
加
奈
は
持
っ
て
い
た
弁
当
箱
を
滑
ら

せ
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
落
と
し
た
。

　
「
あ
ぁ
！　

俺
の
弁
当
！
」

　

股
引
の
上
か
ら
ス
ー
ツ
の
ズ
ボ
ン
を
穿
き
か
け
て

い
た
治
が
前
の
め
り
に
な
っ
て
転
が
っ
た
。

　
「
お
母
さ
ん
、
俺
…
こ
ん
な
顔
に
な
っ
て
る
」

　

加
奈
は
あ
ん
ぐ
り
口
を
開
け
た
ま
ま
翔
平
を
見
つ

め
て
い
た
。

　
「
お
い
、
俺
の
弁
当
！　

ガ
コ
ン
っ
て
な
っ
て
る
！　

俺
の
弁
当
！
」

　

転
が
っ
た
ま
ま
テ
ー
ブ
ル
の
下
で
喚お

め

く
治
。

　
「
…
父
ち
ゃ
ん
…
翔
平
」

　

我
が
妻
の
そ
の
声
の
落
ち
着
き
様
に
治
は
や
っ
と

異
変
に
気
付
き
、
視
線
を
翔
平
に
移
し
た
。

　

そ
こ
へ
何
も
知
ら
ず
に
入
っ
て
き
た
妹
の
美
樹
。

　
「
ち
ょ
っ
と
お
兄
ち
ゃ
ん
、
邪
魔
。
早
く
ご
飯
食
べ

な
遅
刻
す
る
」

　

翔
平
を
押
し
の
け
、
加
奈
と
治
が
固
ま
っ
て
い
る

リ
ビ
ン
グ
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
。

　
「
お
母
さ
ん
…
お
母
さ
ん
っ
て
言
っ
た
あ
の
人
」

　

そ
う
力
な
く
呟
い
た
加
奈
。
治
は
ま
だ
ス
ラ
ッ
ク

ス
へ
両
足
を
半
端
に
突
っ
込
ん
だ
ま
ま
。
よ
う
や
く

違
和
感
に
気
付
い
た
美
樹
が
翔
平
を
見
た
。

　
「
え
？　

…
お
兄
ち
ゃ
ん
？
」

　
「
あ
の
、
君
…
」

　

振
り
返
る
と
作
業
服
を
着
た
八
柳
裕ひ

ろ
し

が
い
た
。

　
「
裕
！
」

　

そ
の
声
に
八
柳
は
一
瞬
体
を
後
ろ
に
仰
け
反
ら
せ

た
。
た
め
ら
い
な
が
ら
も
言
葉
を
続
け
る
。　

　
「
翔
平
？　

お
前
、
ほ
ん
ま
に
翔
平
な
ん
？
」

　

疑
う
よ
う
な
視
線
で
新
し
い
外
見
に
変
貌
し
た
翔

平
を
見
つ
め
る
。
翔
平
は
昔
か
ら
付
き
合
い
の
長
い

八
柳
が
自
分
を
見
る
表
情
が
、
今
ま
で
知
っ
て
い
る

も
の
と
は
遠
く
か
け
離
れ
た
別
人
の
よ
う
で
奇
妙
な

感
覚
を
覚
え
た
。
自
分
の
姿
が
変
わ
れ
ば
相
手
が
自

分
を
見
る
そ
の
顔
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
時
、

鮮
明
な
印
象
と
し
て
受
け
た
。　

「
本
当
だ
よ
！　

裕
、

信
じ
て
よ
。
俺
、
今
朝

目
が
覚
め
た
ら
こ
ん

な
姿
に
な
っ
て
た
ん

だ
！
」

　
「
う
ん
う
ん
、
分
か
っ

た
分
か
っ
た
、
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
…
っ
て
い
う

か
何
な
ん
？　

そ
の
喋

り
方
」

　
「
喋
り
方
？
」

　
「
キ
モ
な
い
？
」

　
「
え
？
」

　
「
そ
の
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
か
で
下
手
な
役
者
が

喋
っ
て
る
み
た
い
な
、
そ
れ
よ
」

　

翔
平
は
前
の
自
分
の
話
し
方
を
思
い
出
そ
う
と
し

た
け
れ
ど
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
酔
い
つ
ぶ
れ
た

瞬
間
を
覚
え
て
い
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
は
き
れ
い
に

記
憶
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
。

　
「
じ
ゃ
あ
聞
く
け
ど
な
、
お
前
の
好
き
な
子
の
名
前

は
？
」

　

訝
し
気
な
八
柳
が
質
問
し
た
。

　
「
…
神
田
さ
ん
」

　

そ
の
言
葉
に
八
柳
の
表
情
が
一
変
し
た
。

　
「
え
？　

ほ
ん
ま
に
翔
平
な
ん
？　

え
？　

ほ
ん
ま

に
？
」

　

ま
だ
話
す
距
離
は
遠
い
が
、
柳
は
少
し
翔
平
の
こ

と
を
信
じ
た
よ
う
だ
。

　
「
さ
っ
き
か
ら
言
っ
て
る
だ
ろ
。
本
当
な
ん
だ
よ
」

　
「
え
？　

何
？　

ど
っ
か
の
神
社
の
女
の
子
と
入
れ

替
わ
っ
て
る
と
か
？
」

　
「
は
？
」

　
「
朝
起
き
た
ら
お
っ
ぱ
い
揉
む
、
み
た
い

な
？　

隕
石
が
落
ち
る
、
み
た
い
な
？　

３

年
前
の
こ
と
や
っ
た
、
み
た
い
な
？
」

　
「
は
？
」

　
「
君
の
名
は
？
」

　
「
…
は
？
」

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―②―

次
号
（
４
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

師
匠
と
な
り
５
年
計
画
で

推
進
し
て
い
る
。
伯
井
社

長
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
一

つ
と
し
て
過
疎
化
す
る
地

方
を
蘇
ら
せ
る
目
標
が
あ

る
。
石
は
長
い
時
間
を
か

け
て
そ
の
土
地
独
特
の
特

徴
あ
る
石
が
つ
く
ら
れ
て

く
る
。
そ
の
石
で
つ
く
ら

れ
た
墓
地
は
そ
の
土
地
の

固
有
の
文
化
・
風
習
・
習

慣
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
「
石
の
地
産

地
消
」
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
地
元
を
活
性
化
し

た
い
と
意
欲
的
だ
。
自
社

生
産
は
石
工
育
成
と
同
時

に
そ
の
先
に
は
荒
廃
す
る

地
方
で
の
需
要
を
見
据
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本

の
伝
統
文
化
を
絶
や
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
と
い
う

熱
い
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

取
材
を
終
え
て

　

ド
ラ
ッ
カ
ー
か
ら
ジ
ョ

ブ
ス
ま
で
会
話
が
弾
み
話

題
は
尽
き
な
か
っ
た
。
二

元
論
で
割
り
切
る
西
洋
か

ら
の
考
え
方
は
合
理
的
で

あ
る
が
、
現
代
に
お
い
て

は
東
洋
的
思
想
や
心
身
一

体
論
、
三
方
よ
し
な
ど
の

考
え
方
が
必
要
と
言
う
。

仏
教
美
術
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
冊
子
に
伯
井
守
社
長

の
経
営
観
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
ホ

ン
マ
に
や
っ
て
い
ま
す
」

が
実
感
で
き
た
取
材
に

な
っ
た
。 

（
石
河
亮
平
）

　

近
鉄
け
い
は
ん
な
線
・
吉
田
駅
か
ら
水
走
交
差
点
に
向
か
っ
て

徒
歩
約
10
分
。
大
阪
石
材
工
業
株
式
会
社
（
東
大
阪
市
水
走
３
―

８
―
43
、
伯
井
守
社
長
）
を
訪
ね
た
。
工
場
や
配
送
セ
ン
タ
ー
が

並
ぶ
一
角
に
ひ
と
き
わ
大
き
な
石
の
柱
が
目
に
入
る
。
ガ
ラ
ス
窓

に
は
「
ス
ト
ー
ン
ブ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
英
字
表
示
さ
れ
て
い
る
展
示

館
は
プ
チ
「
石
の
博
物
館
」
だ
。
２
億
年
前
に
誕
生
し
た
と
い
う

石
の
歴
史
や
産
地
、
装
飾
品
、
墓
石
、
文
献
な
ど
の
展
示
物
と
と

も
に
「
心
咲
か
そ
、
新
石
輝
時
代
」
と
い
う
標
語
が
あ
っ
た
。

　

実
践
活
動
を
通
じ
て
職

場
環
境
を
改
善
し
た
り
、

お
客
様
に
よ
り
良
い
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
出
し
、

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
人
」
を
育
て
る
の
が
目
的

で
あ
る
。
そ
の
実
例
が
昨

年
４
月
に
発
足
し
た
女
性

社
員
ら
の
ア
イ
デ
ア
に
よ

る「
お
墓
女
子
」（
墓
女
）だ
。

派
手
さ
の
な
い
お
墓
の
イ

メ
ー
ジ
を
親
し
み
を
込
め

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ

う
と
い
う
。「
お
墓
を
売
る

に
は
お
参
り
す
る
気
持
ち

を
込
め
て
、
自
然
な
姿
で

生
活
の
中
の
１
コ
マ
の
時

間
を
ご
一
緒
す
る
」
と
い

う
気
持
ち
で
接
す
る
。
そ

う
す
る
と
結
果
と
し
て「
習

慣
に
な
り
行
動
を
起
こ
す

こ
と
に
な
る
」。
具
体
化
さ

れ
た
の
が
お
墓
の
こ
と
な

ん
で
も
相
談
や
掃
除
、
洗

い
な
ど
の
代
行
サ
ー
ビ
ス

だ
。
今
後
は
墓
参
の
た
め

に
旅
行
代
理
店
な
ど
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
視
野
に
入

れ
る
。

自
前
の
輝
く
社
員
づ
く
り

　

石
「
輝
」
と
表
現
し
て

い
る
よ
う
に
、
社
員
を
輝

か
せ
る
こ
と
に
情
熱
を
傾

け
る
。
例
え
ば
、
人
間
学

を
追
究
す
る
月
刊
誌
「
致

知
」
を
愛
読
す
る
伯
井
社

長
は
「
社
内
木
鶏
会
」
を

毎
月
開
催
し
、
自
ら
の
考

え
に
つ
い
て
小
冊
子
「
ぶ

ろ
ぐ
考
」
を
編
集
・
制
作

し
教
材
と
し
て
使
う
。
表

紙
に
は
「
大
阪
の
、
と
あ

る
石
屋
の
ひ
と
り
ご
と
。

日
々
、
社
員
に
送
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ブ
ロ
グ
と
し
て
、

し
た
た
め
て
い
ま
す
。〝
み

ん
な
に
伝
え
る
と
同
時
に
、

自
分
に
も
言
い
聞
か
せ
て

お
り
ま
す
…
〞」
と
書
か
れ

て
い
る
。時
の
話
題
を
テ
ー

マ
に
し
な
が
ら
先
人
の
遺

し
た
教
訓
や
言
葉
の
歴
史

的
背
景
を
解
説
し
、
目
指

す
べ
き
人
と
し
て
の
在
り

方
を
説
く
。
や
さ
し
く
表

現
し
な
が
ら
も
内
容
は
奥

深
い
。「
商
人
の
心
」の
ペ
ー

ジ
で
は
「
利
己
主
義
を
正

当
化
す
る
社
会
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
」

と
自
ら
の
胸
の
内
を
明
か

し
、
中
江
藤
樹
や
松
下
幸

之
助
の
言
葉
を
引
用
し
な

が
ら
「
商
人
の
心
」
を
し
っ

か
り
持
つ
時
だ
と
訴
え
る
。

外
部
向
け
の
冊
子
「
Ｋ
ｕ

ｕ
」（
く
う
）
は
宗
教
美

術
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も

の
で
日
本
の
伝
統
文
化
や

歴
史
的
有
名
人
の
お
墓
を

紹
介
、
最
終
ペ
ー
ジ
に
は

社
長
ブ
ロ
グ

が
登
場
す
る

な
ど
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
高

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

技
術
の
伝
承
と
地
産
地

消
を
目
指
す

　

墓
石
な
ど
は
す
べ
て
手

で
た
た
い
て
仕
上
げ
る
ノ

ミ
仕
事
で
あ
る
。
か
つ
て

コ
ス
ト
だ
け
を
考
え
て
海

外
生
産
を
行
っ
て
い
た
が
、

品
質
を
考
え
自
社
生
産
に

切
り
替
え
た
と
い
う
。
そ

こ
に
は
石
の
文
化
を
通
じ

て
日
本
の
伝
統
を
つ
な
ぐ

と
い
う
強
い
想
い
が
働
い

て
い
る
よ
う
だ
。
粗あ

ら

の
石

か
ら
手
で
た
た
き
上
げ
る

仕
事
を
仕
込
む
に
は
５
年

は
か
か
る
。
そ
の
技
術
を

教
え
込
み
、
つ
な
ぐ
た
め

に
先
輩
格
の
４
、
５
人
が

大阪石材工業株式会社 そ
の
②

ホ
ン
マ
に
や
っ
て
い
ま
す

幸
福
創
造
カ
ン
パ
ニ
ー

進
化
す
る
企
業

心
咲
か
そ〝
新
石
輝
〞時
代 

伯
井
守
社
長

伯井守社長

　

第
２
回
上
方
芸
能
お
楽

し
み
会
が
４
月
12
日
㈬
に

開
催
さ
れ
る
。
会
場
は
近

鉄
奈
良
線
若
江
岩
田
駅
前
・

希き

来ら

里り

ビ
ル
６
階
の
イ

コ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
。
開
場

18
時
半
、
開
演
19
時
。
出
演

は
旭
堂
南
青
さ
ん
他
２
人
、

木
戸
銭
は
１
、
５
０
０
円
。

申
し
込
み
は
世
話
人
の
長

野
さ
ん
（
☎
０
８
０
―
６

１
３
２
―
４
３
５
３
）
へ
。

　

東
大
阪
新
聞
の
購
読
者
、

５
組
10
人
に
「
招
待
券
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

第
２
回
上
方
芸
能

お
楽
し
み
会 
４
月
12
日

東
大
阪
新
聞
の
購
読
者
に

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
「
天
の
岩
戸
開
き
」
の

際
に
歴
史
上
初
め
て
祝

詞
を
奏
上
さ
れ
た
天あ

め
の児

屋こ
や
ね
の
み
こ
と

根
命
と
、
そ
の
后
神
で

あ
る
比ひ

売め

御み

神か
み

の
２
神
を

祀
っ
た
枚
岡
神
社
は
元
春

日
と
呼
称
さ
れ
、
日
本
最

古
２
６
８
０
年
の
歴
史
を

有
し
て
い
る
。

　

サ
ク
ラ
倶
楽
部
は
「
言こ

と

霊だ
ま

さ
き
わ
う
大
和
の
国
」

の
源
流
を
更
に
さ
か
の
ぼ

り
、
音お

と

霊だ
ま

の
世
界
を
表
現

し
た
「
あ
わ
の
歌
」
で
声

を
響
か
せ
、
高
温
焼
成
し

た
水
晶
の
お
椀
（
ク
リ
ス

タ
ル
ボ
ウ
ル
）
を
響
か
せ

る
コ
ン
サ
ー
ト
「『
響
き
』

に
ひ
た
る
」を
開
催
す
る
。

　

枚
岡
神
社
の
お
ひ
ざ

元
「
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン

ひ
ら
お
か
」
に
て
来
た
る

４
月
９
日
㈰
午
後
２
時
よ

り
開
演
。「
ク
リ
ス
タ
ル

ボ
ウ
ル
」
演
奏
者
・
牧
野

持じ
ゅ
ん侑
さ
ん
、「
あ
わ
の
歌
」

提
唱
者
・
中
山
博
さ
ん
、

「
風
雅
乃
舞
」
の
美
濃
部

わ
こ
さ
ん
の
３
人
が
出
演

す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
グ

リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お

か
（
東
大
阪
市
東
豊
浦
町

11
―
27
、 

☎
０
７
８
―
９

８
２
―
９
９
２
０
）
へ
。

近
鉄
奈
良
線
枚
岡
駅
下

車
、
枚
岡
神
社
・
大
鳥
居

前
か
ら
送
迎
バ
ス
が
会
場

ま
で
ピ
ス
ト
ン
輸
送
。

　
「
響
き
に
ひ
た
る
」
コ

ン
サ
ー
ト
へ
の
申
し
込

み
は
、
サ
ク
ラ
倶
楽
部
・

田
口
裕
康
さ
ん
（
☎ 

０

９
０
―
３
３
５
７
―

０
０
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル 

sacraclub123@gmail.
com

）
へ
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
前
売
り

３
５
０
０
円
、
当
日
４
、

０
０
０
円
。

に
あ
る
。

　

こ
の
塾
は
、
先
人
の
生

き
方
を
学
び
、
発
表
し
、

参
加
者
全
員
で
生
き
方
に

つ
い
て
学
ぶ
会
。

　

阪
本
恭
さ
ん
（
私
塾
研

究
家
）
が
吉
田
松
陰
の
言

葉
「
世
或
は
経
を
好
み
、

ふ
み
史
を
廢
す
る
者
あ
り
。

是
れ
大
い
に
非
な
り
。
吾

れ
常
に
史
を
讀
み
古
人
の

こ
う
じ
行
事
を
看
て
、
志

を
勵
ま
す
こ
と
を
好
む
」

（『
講
孟
餘
話
』）
に
ヒ
ン
ト

を
得
て
、
１
９
８
９
年
３

月
大
阪
に
創
設
し
た
。

　

温
故
知
新
の
精
神
に
則

り
、
先
人
た
ち
の
生
き
方

を
通
じ
て
、
リ
ー
ダ
ー
の

も
の
の
見
方
、
考
え
方
を

学
ぶ
こ
と
を
趣
旨
に
、「
我

以
外
皆
我
師
也
」
の
精
神

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
人

間
的
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
運
営
し
て
い

る
。

　

２
代
目
塾
頭
服
部
正
男

さ
ん
、
３
代
目
塾
頭
田
中

弘
さ
ん
。
４
代
目
塾
頭

（
現
）
は
本
紙
社
長
の
小

野
元
裕
。

　

新
会
場
で
の
初
例
会
は

３
月
18
日
（
第
３
２
９

回
）。
時
間
は
14
時
〜
16

時
、
参
加
費
は
５
０
０
円

（
資
料
代
）。
発
表
者
は
服

部
正
男
さ
ん
、テ
ー
マ「
阪

急
電
車
の
創
業
者
、
小
林

一
三
」。
だ
れ
で
も
気
楽

に
参
加
で
き
る
。

　

新
会
場
に
な
っ
て
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
本
を
持

ち
寄
り
、
植
本
（
寄
贈
）

を
募
る
こ
と
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
持
ち
帰
っ
て

も
構
わ
な
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
塾
頭

の
小
野
元
裕
（
☎
０
８
０

―
３
８
５
４
―
５
１
０

１
）
へ
。

・南海電鉄難波駅
　なんばパークス方面出口より約800m
・地下鉄なんば駅（御堂筋線）
　５号出口より約1,000m
・地下鉄大国町駅（御堂筋線・四つ橋線）
　1号出口より約450ｍ
・地下鉄恵美須町駅（堺筋線）
　１－Ｂ出口より約450m

芸能人も多数来店
河内で一番の馬肉専門店

宴会・家族会
ご予約受付中

馬
刺
し

焼
き
肉

す
き
焼
き

ハ
リ
ハ
リ
鍋

お子さん・女性にも人気

設　　立　1977年（昭和52年）12月
資 本 金　1400万円
事業内容　墓石・石製品の販売・加工・施工
　　　　　建築石材の設計・施工
　　　　　環境デザインの販売・設計・施工
従 業 員　90人（平均年齢35歳）
売 上 高　約10億円弱（16年）
店　　舗　神戸市・高槻市・富田林市・和泉市・大東市・
　　　　　八尾市・枚方市
展 示 館　東大阪市水走３－４－23
本社・工場　〒578－0921
　　　　　大阪府東大阪市水走３－８̶43
連 絡 先　TEL072－961－1114　FAX072－964－0767
　　　　　http://www.osaka-sekizai.co.jp
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イ
ベ
ン
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古芝保治さんの本を開く尾崎航平さん

　

八
尾
市
経
済
環
境
部
環
境
保
全
課
は
市
民
・
事
業

者
・
教
育
機
関
・
行
政
か
ら
な
る
「
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
て
13
年
目
。
そ
の
活

動
の
１
つ
と
し
て
高
安
山
を
は
じ
め
と
し
た
森
林
整

備
な
ど
に
取
り
組
む
一
方
、
市
民
環
境
講
座
「
環
境

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
」
を
開
い
て
い
る
。
講
座
は
３
月
５

日
（
日
）
午
後
、
大
阪
市
住
之
江
区
平
林
（
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ム
平
林
駅
す
ぐ
）
の

ウ
ッ
デ
ィ
パ
ー
ク
と
ア
ル

ブ
ル
木
工
教
室
で
行
わ
れ

た
。
か
つ
て
平
林
は
木
材

集
積
地
で
あ
っ
た
が
、現
在
は
そ
の
名
残
が
残
る「
木

材
の
ま
ち
」
と
し
て
「
木
育
」
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。
子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
若
い
女
性
ら
15
人
が
参

加
し
た
。

　

日
本
の
国
土
面
積
の
約
３
分
の
２
は
森
林
、
先
進

国
で
は
有
数
の
森
林
大
国
。
し
か
し
、
森
林
の
成
長

段
階
で
木
々
を
放
置
し
て
お
く
と
密
集
化
す
る
た

め
、立
木
を
間
引
く（
間
伐
）必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

間
伐
し
て
も
そ
の
利
用
が
な
け
れ
ば
放
置
さ
れ
た
ま

ま
に
な
り
森
林
は
ま
す
ま
す
「
荒
れ
る
」
こ
と
に
な

り
山
が
荒
廃
す
る
。
そ
の
た
め
間
伐
し
た
木
材
（
間

伐
材
）
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
始
め
た
の
が
、「
壁か

べ

柱ば
し
ら」
工
法
に
よ
る
木
造
家
屋
の
耐
震
化
で
あ
る
。

　

ウ
ッ
デ
ィ
パ
ー
ク
の
展
示
場
で
は
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
議
会
「
環
境
ア
ニ
メ
イ
テ
ィ
ッ
ド
や

お
」
の
橋
本
久
代
表
、
同
メ
ン
バ
ー
の
上
西
木
材
株

式
会
社
（
八
尾
市
跡
部
北
の
町
１
―
２
―
14
）
の
上

西
紀
博
代
表
取
締
役
会
長
、
一
般
社
団
法
人
大
阪
府

木
材
連
合
会
・
三
宅
英
隆
専
務
理
事
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
沿
っ
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

大
阪
府
木
材
連
合
会
は
京
都
大
学
防
災
研
究
所
と

共
同
開
発
し
た
耐
震
補
強
工
事
の
開
発
や
木
造
住
宅

の
耐
震
化
の
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
地
震
の

揺
れ
を
吸
収
す
る
木
材
の
優
れ
た
変
形
性
能
を
持
つ

間
伐
材
で
製
作
さ
れ
た
実
験
モ
デ
ル
の
振
動
実
演
の

後
、
窓
や
ふ
す
ま
、
内
壁
な
ど
「
壁
柱
」
の
上
下
に

角
柱
を
固
定
さ
せ
た
耐
震
壁
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
１
部
屋
だ
け
で
も
安
全
な
部
屋

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
木
を
貼
る
こ
と
で
部
屋
の

空
気
が
変
わ
る
の
で
利
用
価
値
は
高
い
。
熊
本
地
震

で
避
難
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
た
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の

間
伐
材
で
つ
く
ら
れ
た
８
畳
の
ハ
ウ
ス
の
実
物
は
大

阪
府
木
材
連
合
会
の
協
力
に
よ
る
も
の
だ
。
面
白
い

の
が
、
ス
ギ
の
木
の
香
で
癒
さ
れ
る
「
大
人
の
隠
れ

家
」。
自
分
で
組
み
立
て
ら
れ
そ
う
だ
。
大
掛
か
り

な
耐
震
工
事
に
比
べ
、
工
期
も
短
く
、
間
伐
材
利
用

の
た
め
低
コ
ス
ト
で
仕
上
が
る
。
ま
た
、
ス
ギ
材
に

は
空
気
中
の
有
害
物
質
を
浄
化
す
る
酸
化
還
元
作
用

も
あ
り
健
康
的
で
快
適
な
空
間
を
つ
く
り
だ
せ
る
。

ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も

効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
木
を
１
本
で
も
植
え

よ
う
、
木
を
張
ろ
う
」
と
呼
び
掛
け
、
木
の
良
さ
を

知
っ
て
も
も
ら
い
た
い
と
訴
え
て
い
た
。

　

第
２
部
は
子
供
た
ち
に
「
木
の
よ
さ
」
を
「
木

に
触
れ
」
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
も
の
だ
。

　
「
ア
ル
ブ
ル
木
工
教
室
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
木
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
大
阪
市
住
之
江
区
平
林
北
２
―
４

―
18
）
で
の
実
習
だ
。「
４
本
の
小
さ
な
木
を
植

え
ま
し
た
」
を
例
に
し
て
、
な
ぜ
間
伐
が
必
要
か

を
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
語
り
か
け
た

後
、
作
業
台
に
置
い
て
あ
る
金
づ
ち
の
使
い
方
や

注
意
事
項
を
受
け
、
ス
ギ
の
間
伐
材
の
ピ
ー
ス
を

金
づ
ち
と
ク
ギ
を
使
っ
て
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」
を

つ
く
る
と
い
う
木
材
加
工
体
験
が
始
ま
っ
た
。
未

就
学
児
を
中
心
に
両
親
や
若
い
女
性
た
ち
は
イ
ス

づ
く
り
に
時
間
を
忘
れ
て
い
た
。

　

引
率
の
八
尾
市
経
済
環
境
部
環
境
保
全
課
副
主

査
菱
井
正
人
さ
ん
（
28
）
と
新
葉
一
さ
ん
（
32
）

は
「
一
部
屋
だ
け
で
も
木
質
化
し
て
い
る
と
子
ど

も
た
ち
に
い
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
『
１
園

１
室
』
運
動
が
保
育
園
や
幼
稚
園
に
広
が
っ
て
い

る
。
脳
に
い
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
大
阪
府
か
ら

の
補
助
金
も
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
森
林
浴
と

同
じ
効
果
だ
。
保
湿
効
果
も
あ
る
こ
と
な
ど
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
も
良
い
。
モ
ル
モ
ッ
ト

実
験
で
も
木
質
部
屋
で
は
繁
殖
が
確
認

さ
れ
て
い
る
の
で
八
尾
市
に
お
い
て
も

推
進
し
た
い
」
と
揃
っ
て
積
極
的
な
姿

勢
を
示
し
た
。

　ＩＴコンサルタントの水谷
哲也氏（56）の著書「バグは
本当に虫だった」が２月 21
日に発刊された。水谷氏はシ
ステムエンジニアなどを経て
2002 年に水谷ＩＴ支援事務所
の所長に就任し、ＩＴを中心
に累計 4100 件以上の相談を担
当してきた。
　本書は水谷氏がウェブ上の
企業向けサイト All About や
J-Motto で連載していた記事を
まとめて１冊の本にしたもの
だ。編集にあたり、時系列を
並べ直し、またその都度加筆
修正をすることにより、さら
に奥行きのある本に仕上げ直
した。
　パソコン・ネット 100 年のイノベーショ
ン、つまりコンピュータがこの世に生まれ
てから現在までの歴史をざっくり学べる内
容となっている。これまでもＩＴの歴史に
焦点を当てた書籍はあったのだが、専門用
語の多さや文章の難解さにより、基礎知識
が必要となる内容で読者を選んできた。本

書は分かりやすく、かつおもしろい。
　章ごとに設けられた数々のトピック、その１つが
短く、タイトルにも惹きつけられる。タイトルの「バ
グは本当に虫だった」もその１つである。プログラ
ムやシステムの不具合のことを「バグ」と呼ぶが、
その正体は実際に虫だったという話である。暖かい

場所を求めて虫（蛾）がコンピュータ
の中へ入り込んだことがきっかけで故
障を起こす。そんな誰かに話したくな
るようなウンチクやエピソード、そし
てコンピュータ黎明期からの情報通信
の歴史の一連の流れを楽しく学ぶこと
ができる。
　水谷氏曰

いわ

く「読み辛い内容のものを
読みやすくすることをテーマに書いて
きました」。
　文体の読みやすさに加え、水谷氏の
ＩＴだけでなく数学、芸術、文学、映画、

歴史などへの造詣の深さも魅力的だ。ＩＴの話題と
絡ませながら幅広く読者の好奇心を満たしてくれる。
　水谷氏に今後の「ＩＴの未来はどうなるか？」と
尋ねると、「そんなことは誰にも分かりません」と
屈託なく笑った。そのあっけらかんとした笑いに、
百万語のたぎる知識人の人間性、ユーモラスな著者
らしさが窺えた。
　本書はジュンク堂など近くの大型書店で購入可
能。また Amazon などのインターネット販売も行わ
れている。
　四六判375頁並製本、ペンコム刊。定価1,994円（税
込み）。問い合わせは、水谷哲也さん（☎ 090-7489-
2920）へ。

古
芝
保
治
著
「
た
か
が
掃

除
で
奇
跡
の
Ｖ
字
回
復
！ 

儲
け
と
ツ
キ
を
呼
ぶ
『
ゴ

ミ
ゼ
ロ
化
』工
場
の
秘
密
」

（
日
本
実
業
出
版
社
）
と

出
合
っ
た
。
枚
岡
合
金
工

具
株
式
会
社
会
長
の
古
芝

さ
ん
は
掃
除
で
会
社
を
立

て
直
し
、
発
展
さ
せ
た
。

そ
の
事
実
に
尾
崎
さ
ん
は

心
打
た
れ
、
自
ら
会
社
で

実
践
す
る
。
会
社
が
き
れ

い
に
な
る
に
従
い
、
自
ら

が
変
わ
り
、
会
社
も
変

わ
っ
た
。

 

古
芝
さ
ん
に
会
っ
て
直

に
話
を
聞
き
た
い
と
い
う

思
い
が
だ
ん
だ
ん
募
っ

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
る
と
、
八
尾
で
古
芝

さ
ん
の
話
が
聞
け
る
と
分

か
っ
た
。
そ
れ
が
八
尾
市

倫
理
法
人
会
の
経
営
者

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

だ
。
毎
週
火
曜
日
の
朝
６

時
半
か
ら
マ
ナ
ビ
ッ
ク
ス

80
（
八
尾
市
本
町
２
―
８

―
３
）
で
開
催
さ
れ
て
い

る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

古
芝
さ
ん
の
話
を
聞
く
。

目
の
前
に
光
が
差
し
た
。

す
ぐ
に
入
会
し
、
純
粋
倫

理
を
学
ぶ
決
意
を
し
た
。

 

そ
れ
か
ら
、
よ
ほ
ど
の

こ
と
が
な
い
限
り
毎
週
火

曜
日
の
経
営
者
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

い
る
。
３
代
目
を
継
ぐ
自

信
が
少
し
ず
つ
つ
い
て
き

て
い
る
。

な
つ
か
し
い
写
真

近
鉄
電
車
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
功
氏

撮影時期　昭和30年５月３日
撮影場所　大阪上本町駅の南側　８両編成ホーム
　臨時特急パールズ号。行先表示板は、
真珠の絵。
　当時は、宇治山田駅が終点。宇治山田
駅は、近鉄の中でも開業当時のままで
現存しています。
　国の登録有形文化財に指定されてい
るため簡単に改装できないそうです。
　宇治山田駅の外観が、以前の大阪上
本町駅とよく似ています。

掃
除
で

会
社
を

変
え
る
亜細亜商工株式会社
専務取締役 尾崎航平さ　

　ん

八
尾
市
倫
理

法
人
会
で
学
ぶ

安心・安全な
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
、
上
町
断
層
直
下
型

地
震
な
ど
が
い
つ
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
現
在
、
支
援
体
制
が

何
よ
り
も
必
要
だ
。
阪

神
淡
路
大
震
災
の
苦
い

経
験
を
も
と
に
、
２
０

０
３
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未

来
の
環
境
を
考
え
る

会
（
北
川
将
至
理
事
長
）

が
八
尾
で
立
ち
上
が
っ

た
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で

大
き
な
問
題
に
な
っ
た
の

が
「
が
れ
き
」。
人
命
救
助

の
た
め
自
衛
隊
、
消
防
、

警
察
が
動
こ
う
と
し
て
も
、

が
れ
き
が
邪
魔
し
て
で
き

な
い
。
北
川
理
事
長
は
こ

の
現
実
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
自
身
が
経
営
す
る
北

川
組
（
総
合
建
設
業
・
産

業
廃
棄
物
処
分
業
）
を
中

心
に
し
て
支
援
組
織
を
作

ろ
う
と
決
意
し
、
実
行
し

た
。
総
合
建
設
業
・
一
級

建
築
士
事
務
所
の
日
和
建

設
株
式
会
社
（
山
下
共
子

社
長
）
は
じ
め
７
社
が
理

事
と
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
立
ち
上
げ
た
。
現
在
は

20
数
社
が
災
害
対
応
企
業

と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

 

が
れ
き
を
除
去
す
る
た

め
に
は
特
別
な
重
機
が
必

要
だ
。
し
か
も
、
日
々
そ

れ
を
動
か
し
て
い
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
現
場

で
し
か
で
き
な
い
仕
事
だ
。

　

ま
た
、
被
災
者
を
苦
し

め
る
２
次
災
害
に
対
し
て

犯
罪
阻
止
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
だ
。
こ
う

い
っ
た
理
由
か
ら
、
同
会

は
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を

用
意
し
、
い
つ
で
も
出
動

で
き
る
よ
う
に
待
機
し
て

い
る
。
普
段
は
、
１
週
間

に
一
度
八
尾
市
内
を
中
心

に
青
い
回
転
灯
を
点
け
な

が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
る
。

　
「
人
と
人
と
の
絆
を
大
切

に
し
、
笑
顔
で
支
え
合
う

防
災
活
動
が
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
り

ま
す
」
と
天

使
の
よ
う
な

笑
顔
で
話
す

山
下
共
子
社
長
（
42
）。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
の
と
き
、
助

け
を
呼
ぶ
声
が
届
か
ず
、

命
を
落
と
し
た
人
が
多

か
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
、

同
会
で
は
「
命
の
笛
」
を

無
料
配
布
す
る
活
動
を
始

め
て
い
る
。
小
学
校
で
の

防
災
啓
発
講
演
な
ど
も
増

え
つ
つ
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法　

人 

未
来
の
環
境
を
考
え
る
会

天
使
の
よ
う
な
笑
顔
の
山
下
共
子
社
長

　

創
業
68
年
の
亜
細
亜
商

工
株
式
会
社
の
専
務
取

締
役
、
尾
崎
航
平
さ
ん

（
40
）
が
、
八
尾
市
倫
理

法
人
会（
高
木
幸
賢
会
長
）

で
学
び
を
深
め
て
い
る
。

 

昭
和
24
年
に
祖
父
尾
崎

幸
夫
さ
ん
が
創
業
し
、
現

在
は
父
親
で
あ
る
尾
崎
好

泰
さ
ん
が
社
長
を
務
め

る
。
生
野
区
で
天
然
ゴ
ム

の
卸
売
、
加
工
の
会
社
と

し
て
立
ち
上
げ
、
昭
和
48

年
に
工
場
を
、
昭
和
56
年

に
事
務
所
を
八
尾
に
移
し

た
。

 

３
代
目
を
継
ぐ
こ
と
を

意
識
し
た
と
き
、
尾
崎
航

平
さ
ん
は
自
分
の
中
に
芯

を
持
た
な
け
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
。
そ
ん
な
折
、

バグは本当に虫だったな
ぜ
か
勇
気
が
湧
い
て
く
る
パ
ソ
コ
ン・ネ
ッ
ト「
１
０
０
年
の
夢
」ヒ
ス
ト
リ
ー
91
話

３ 

０ 

０ 

年

ぶ
り
の
復
曲　「
高
安
」

　

２
月
25
日
、
八
尾
文
化

会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
・

小
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光
町

２
）
に
て
能
楽
曲
「
高
安
」

の
披
露
公
演
が
高
安
能
未

来
継
承
事
業
推
進
協
議
会

の
主
催
で
開
か
れ
た
。
お

よ
そ
４
０
０
人
が
訪
れ
、

会
場
は
立
ち
見
が
出
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ

た
。

　

今
回
の
公
演
に
至
る
道

の
り
は
長
い
も
の
で
あ
っ

た
。
10
年
ほ
ど
前
に
当
協

議
会
の
会
長
で
あ
る
棚
橋

利
光
氏（
79
）は
地
元「
高

安
」
と
い
う
名
の
演
目
が

あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
し

て
観
世
流
能
楽
師
山
中
雅

志
氏
（
39
）
が
能
楽
の
里

高
安
を
訪
ね
て
き
た
こ
と

が
契
機
と
な
る
。

　

棚
橋
氏
は
八
尾
市
民
を

中
心
に
高
安
ル
ー
ツ
の
能

実
行
委
員
会
を
結
成
し
、

「
高
安
能
」
と
し
て
毎
年

八
尾
の
地
で
能
楽
を
上

演
す
る
働
き
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、
山

中
氏
や
法
政
大
学
名
誉

教
授
で
あ
る
西
野
春
雄

氏
（
73
）
ら
の
協
力
を

得
て
、「
高
安
」
の
復

曲
に
力
を
注
い
だ
。

　

し
か
し
、
復
曲
は
難

航
し
た
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、「
高
安
」
と
い
う

演
目
は
室
町
中
期
に
演
じ

ら
れ
た
記
録
が
あ
り
、
１

７
１
４
年
を
最
後
に
上
演

が
途
絶
え
て
い
た
の
だ
。

専
門
家
の
手
に
よ
り
数
々

の
伝
本
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、

ま
た
新
た
な
解
釈
を
加

え
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
た
。

　

そ
し
て
高
安
能
が
は
じ

ま
っ
て
10
年
目
の
今
年
、

待
望
の
能
楽
曲
「
高
安
」

の
復
曲
公
演
が
実
現
し

た
。

　

幕
が
開
く
と
西
野
氏
ら

数
名
の
専
門
家
に
よ
り

「
高
安
」
の
解
説
が
は
じ

ま
る
。
能
の
門
外
漢
で
も

物
語
に
入
り
や
す
く
す
る

た
め
の
工
夫
だ
。

　

本
編
は
笛
と
鼓
の
音
色

に
よ
り
会
場
は
一
瞬
に
し

て
能
の
世
界
に
包
ま
れ

た
。
在
原
業
平
に
捨
て
ら

れ
た
高
安
の
女
の
情
念

が
、
艶
や
か
に
、
そ
し
て

切
な
く
舞
う
。
そ
の
美
し

さ
と
迫
力
に
、
観
客
は
息

を
飲
ん
だ
。
こ
れ
こ
そ
能

の
凄
み
で
あ
る
。

　

能
は
生
の
舞
台
で
見
る

べ
き
だ
。
音
響
の
複
雑
性

と
そ
の
密
度
、
演
者
の
謡

と
舞
の
調
和
は
肌
で
感
じ

な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

観
客
は
地
元
に
ゆ
か
り

の
あ
る
能
楽
、
そ
の
親
し

み
に
喜
び
、
荘
厳
な
世
界

観
に
高
安
と
い
う
地
を
見

つ
め
直
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

能
「
高
安
」
に
続
き
、

狂
言
「
佛
師
」、仕
舞
「
井

筒
」「
弱
法
師
」、
能
「
羅

生
門
」
と
演
目
は
進
み
、

ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
な
公
演
内

容
に
観
客
は
満
足
し
て
会

場
を
出
た
。�（
嶋
津
亮
太
）

壇上には安岡正篤の遺影

る
」こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、

今
後
の
協
会
の
発
展
を
願

う
と
式
辞
を
述
べ
た
。
引

き
続
い
て
、
明
治
天
皇
の

玄
孫
で
作
家
の
竹
田
恒
泰

氏
が
「
古
事
記
に
学
ぶ
大

和
ご
こ
ろ
」
と
題
し
た
講

演
会
を
行
い
、
現
在
の
日

本
人
の
形
成
過
程
を
２
時

間
、
緩
急
を
交
え
て
情
熱

的
に
語
っ
た
。
神
話
の
意

味
や
影
響
、
神
道
に
仏
教

が
加
わ
っ
た
日
本
人
特
有

の
精
神
性
と
文
化
に
つ
い

て
、
ま
た
太
平
洋
戦
争
の

敗
戦
で
ア
メ
リ
カ
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
が
日
本
に
行
っ
た

数
々
の
政
策
な
ど
か
ら
、

教
科
書
が
大
事
で
「
60
年

を
要
す
教
育
行
政
が
肝
要

で
あ
る
」と
説
い
た
。

そ
の
あ
と
祝
賀
会
が

あ
り
、
詩
吟
や
尺
八

の
披
露
か
ら
師
友
協
会
各

支
部
の
清
話
が
あ
り
、
華

や
か
な
宴
は
石
津
武
理
事

の
万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ

た
。�

（
大
賀
清
志
）

　

安
岡
正
篤
生
誕
１
２
０

年
・
関
西
師
友
協
会
創
立

60
周
年
の
式
典
が
２
月
25

日
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル

大
阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区

上
本
町
６
）で
開
か
れ
た
。

式
典
と
講
演
会
に
は
７
０

０
人
を
超
す
参
加
が
あ
り

大
盛
況
と
な
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、「
一

燈
照
隅
」「
萬
燈
照
国
」

と
大
書
さ
れ
た
壇
上
で
、

文
化
保
育
園
の
園
児
一
同

が
「
師
の
た
ま
わ
く
～
」

と
一
分
半
に
わ
た
っ
て
論

語
の
素
読
を
し
た
。
井
出

正
敬
師
友
協
会
会
長
が
安

岡
教
学
の
「
目
先
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
物
事
を
多
面

的
に
見
る
、
根
本
を
考
え

安岡正篤生誕120年・関西師友協会創立60周年 式典

環
境
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー 

八
尾
市
市
民
環
境
講
座間伐材を知ろう！

お 問 い 合 わ せ
・八尾市経済環境部環境保全課
〒 581－ 0017　八尾市高美町５－２－２
TEL072 － 924－ 9359
・環境パートナシップ協議会「環境アニメイティッドやお」
事務局：八尾市環境保全課
・一般財団法人大阪府木材連合会
〒 550－ 0013　大阪市西区新町３－６－９
TEL06 － 6538－ 7524
・アルブル木工教室
〒 559－ 0026　大阪市住之江区平林
TEL06 － 6685－ 3114

大
盛
況 

７
０
０
人
が
参
加

耐
震
化
工
法「
壁
柱
」と
木
工
体
験
教
室

社長　尾崎好泰
八尾市渋川町６－１－１
TEL072-991-2345
FAX072-994-0673

亜細亜商工株式会社
理事長 北川将至
八尾市上之島町北
� ６－21－１
TEL072-999-3260 
FAX072-999-0560

ＮＰＯ法人未来の環境を考える会

BOOK

笑顔の
防災で

ま　ち
づくり

絵を使って木のよさを説明

自著を持つ水谷哲也さん
イスづくりに時間を忘れる子ども

耐震補強「壁柱」模型

子どもにも分かりやすく説明する上西紀博さん（右）

厳粛な雰囲気の会場

和やかな懇親会 詩吟で会場を盛り上げる

論語の素読をする園児

広域



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年３月１５日（水）

　

同
社
の
福
山
琢
磨
代

表
（
82
）
は
「
書
き
残
さ

れ
た
も
の
は
記
録
と
し
て

後
世
に
残
り
ま
す
。
体
験

者
の
方
は
ぜ
ひ
気
力
の
あ

る
う
ち
に
ペ
ン
を
執
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ご
家
族

の
方
も
『
書
き
残
す
の
は

今
を
お
い
て
な
い
』

と
い
う
思
い
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
す
。

　

原
稿
は
１
６
０
０
字
以

内
。
氏
名
（
匿
名
不
可
）、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、新
風
書
房「
証

言
集
係
」（
〒
５
４
３
―

０
０
２
１　

大
阪
市
天
王

寺
区
東
高
津
町
５
―
17
）

へ
。
締
め
切
り
は
３
月
31

日
（
当
日
消
印
有
効
）。

問
い
合
わ
せ
は
同
社
（
☎

06
―
６
７
６
８
―
４
６
０

０
）
へ
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

店
舗
改
装
し
９
月
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

西
武
八
尾
店

柳田大介社長

岩崎純哉さん 檜原雅之専務

4,104

新風書房

35年の歴史に幕

戦争体験を次代へ
「孫たちへの証言」第30集

第19回 八尾シンポジウム
盛大に開催

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月（日にち未定）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

2017（平成29）年３月24日（金）
19：00開演（18：30開場）

八尾シティーコンサートPart88

八尾市文化会館プリズムホール
★チケット料金★
一般　3,000円（当日300円増）
フレッシュシート＋　1,500円＜大学生以上25歳以下＞
フレッシュシート　　1,000円＜小・中・高校生＞

テレビ朝日「関ジャニの仕分け∞」　「題名のない音楽会」など、メディア出演多数の
全豪No.1ヴァイオリニスト、石川綾子。
ヴィヴァルディ からボカロ、おそ松さんまで、ジャンルの壁を超えたバラエティ豊か
なプログラムに楽しんでいただけること間違いなし！　繰り広げられる超絶技巧
は、ヴァイオリンの常識をくつがえすほど。石川綾子が魅せる、「こんなヴァイオリン
は初めて！」をお楽しみください。
★プログラム★
モンティ：チャルダッシュ
ピアソラ：リベル・タンゴ
久石譲　：君をのせて（「天空の城ラピュタ」より）
黒うさP：千本桜
96　　 ：はなまるぴっぴはよいこだけ（「おそ松さん」より）ほか
※プログラムは変更する場合がございます。予めご了承ください。

石川綾子 ヴァイオリン・リサイタル

最
終
閉
店
売
り
つ
く
し
で
賑
わ
う
店
内

八
尾
発
の
新
製
品
・
新

産
業
の
創
出
を
目
指
す

大
阪
経
済
法
科
大
学

八
尾
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス

　

東
京
に
住
む
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
山
野
秋
子
か
ら

メ
ー
ル
が
入
っ
た
。
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

だ
。
東
京
で
活
躍
し
て
い
る
と
風
の
便
り
で
聞
い

て
い
た
が
、突
然
メ
ー
ル
が
入
っ
た
の
で
驚
い
た
。

ど
う
し
て
私
の
こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

彼
女
も
風
の
便
り
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
い
る
私
の
こ

と
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

　

旧
姓
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、す
ぐ
に
分
か
っ
た
。　

「
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
山
野
秋
子
で
す
。
覚

え
て
い
ま
す
か
」

　

前
置
き
が
長
々
と
書
か
れ
て
い
た
。そ
の
後
に
、

短
く
こ
う
あ
っ
た
。

　
「
今
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
日
本
年
と
い
う

こ
と
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
招
か
れ
て
い
ま
す
。
ホ

テ
ル
と
食
事
は
用
意
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
往
復

の
エ
ア
チ
ケ
ッ
ト
は
出
な

い
よ
う
で
す
。
私
の
他
に

も
、
演
奏
者
や
劇
団
員
20

人
が
招
か
れ
て
い
ま
す
」

　

そ
こ
ま
で
読
み
、
彼
女

と
の
再
会
を
思
い
浮
か

べ
、心
が
静
か
に
揺
れ
た
。

さ
ら
に
、
読
む
。

　
「
ポ
ル
タ
ワ
州
の
ゴ
ー
ゴ

リ
劇
場
の
舞
台
に
立
つ
よ

う
な
の
で
す
が
、
ポ
ル
タ

ワ
州
の
こ
と
も
ゴ
ー
ゴ
リ

劇
場
の
こ
と
も
情
報
が
な

く
、不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。
教
え
て
く
だ
さ
い
」

　

数
年
前
に
行
っ
た
古
び
た
ゴ
ー
ゴ
リ
劇
場
を
思

い
出
し
た
。
キ
エ
フ
で
は
な
く
、
な
ぜ
ポ
ル
タ
ワ

な
の
か
と
疑
問
に
思
い
つ
つ
、
何
人
か
の
友
人
に

電
話
で
聞
い
た
。

　

キ
エ
フ
大
学
で
教
鞭
を
と
る
友
人
、
日
本
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
、
バ
レ
リ
ー
ナ
…
。
誰
も
が
ぼ

ん
や
り
と
し
か
知
ら
な
い
。
日
本
年
も
ゴ
ー
ゴ
リ

劇
場
も
。

　

仕
方
な
く
、
日
本
大
使
館
に
聞
く
と
、
日
烏
外

交
樹
立
25
周
年
事
業
と
い
う
。
し
か
し
、
余
り
に

も
盛
り
上
が
っ
て
い
な
い
。

　

彼
女
に
ど
う
返
事
を
し
よ
う
か
。
ウ
オ
ツ
カ
で

も
飲
ん
で
か
ら
文
面
を
考
え
よ
う
と
、
台
所
に

入
っ
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
74

ウクライナにおける日本年

八尾市刑部 1-183-1 エクシヴィアベニュー 1F
TEL072-990-1116
《営業時間》
平日 9 時〜 18時
土日祝日長期休暇 9 時〜 17時
休業日 12 月 31 日〜 1月 3日

こぱんはうす さくら 刑部教室

　

こ
ぱ
ん
は
う
す
さ
く

ら
刑
部
教
室
が
３
月
１

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
６
歳
児

ま
で
の
児
童
発
達
支
援
、
18
歳

ま
で
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
併
設
し
、
一
人
一
人
の
子

ど
も
を
温
か
く
見
守
り
、
計
画

的
な
療
育
を
め
ざ
す
教
室
。
子

ど
も
の
自
立
の
力
を
育
て
、
未

来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
を
使
命
に
し

て
い
る
。

　

児
童
発
達
支
援

は
、
発
達
に
心
配
の

あ
る
子
ど
も
や
障
が

い
を
持
っ
た
子
ど

も
が
、
で
き
る
か

ぎ
り
身
近
な
場
所

で
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
療
育

を
行
う
専
門
性
の

あ
る
事
業
。
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
、
障
が
い
の
あ
る
（
療

育
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
）

子
ど
も
た
ち
の
学
齢
期
に
お

け
る
支
援
の
充
実
の
た
め
に

創
設
さ
れ
た
も
の
。
土
日
も

営
業
し
、
児
童
発
達
支
援
と

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

教
室
を
分
離
し
て
い
る
の
で
、

保
護
者
に
と
て
も
安
心
な
教

室
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
、

２
月
18
日
、
19
日
、
22
日
に

内
覧
会
が
行
わ
れ
た
。「
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
安
心

で
き
る
教
室
だ
わ
」

と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
見
学
者

の
声
が
聞
こ
え
た
。

　

新
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
八
尾
市
産
業
振
興
会
議
と
大
阪
経
済
法
科

大
学
の
連
携
に
よ
る
「
八
尾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も
今
回
で
第
19
回
を
数
え

る
。
2
月
18
日
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
・
八
尾
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス
（
八
尾

市
北
本
町
2
）
を
会
場
と
し
て
、「
連
携
を
深
め
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
展
開
し
た
。

　

開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
株
式
会
社
柳
田
製
作
所
の

柳
田
大
介
社
長
の
力
強
い
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

柳
田
社
長
は
大
阪
府
中
小
企
業
家
同
友
会
八
尾
支
部

の
会
員
で
あ
り
、
挨
拶
の
中
で
他
地
区
同
友
会
と
の

交
流
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
八
尾
の
現
状
と
今
後

の
課
題
・
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
。

　

続
い
て
本
題
に
入
り
「
地
域
産
業
の
栄
え
る
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
作
り
を
目
指
し
て
」
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、経
済
学
部
准
教
授
・
髙
橋
慎
二
さ
ん
が
「
連

携
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
諸
問
題
を
解
説
し
た
。

　
「
中
小
企
業
振
興
」
に
関
す
る
総
括
と
し
て
１
９

７
９
年
の
「
墨
田
区
振
興
モ
デ
ル
3
点
セ
ッ
ト
」
①

実
態
調
査
、
②
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
、
③
産
業

振
興
会
議
各
条
例
の
実
施
に
よ
り
全
国
に
条
例
制
定

が
波
及
し
た
。

　

１
９
９
８
年
に
「
八
尾
市
産
業
振
興
会
議
」
設
置
、

同
年
に
「
第
1
回
八
尾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し

た
。
経
営
戦
略
に
つ
い
て
は
①
シ
ー
ズ
（
市
場
へ
の

種
ま
き
）
の
把
握
、
②
ニ
ー
ズ
（
市
場
の
要
求
）
の

把
握
、
③
戦
略
的
意
思
決
定
、
④
中
長
期
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
、
ま
ず
は
①
②
項
の
確
定
が
肝
心
だ
。
中
小
企
業

の
存
立
に
と
っ
て
求
め
ら
れ
る
「
自
助
努
力
」
は
①

問
題
意
識
、
②
状
況
把
握
、
③
経
営
課
題
の
再
点
検

に
努
め
る
べ
き
だ
。

　

前
回
第
18
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
の

商
工
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
総
括
と
し
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
が
学
生
に
な
っ
て
お
り
商
業
者
と

工
業
者
の
直
接
的
な
交
流
は
以
前
の
状
態
と
変
わ
っ

て
い
な
い
。

　

商
店
街
に
設
置
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
不
具
合
が
発
生

し
た
場
合
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
学
生
が

対
処
し
た
事
例
が
多
く
商
工
と
も
に
更
な
る
連
携
・

自
助
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

続
い
て
「
枝
豆
の
６
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
作
り
」
に
関
し
て
、
中
小
企
業
家
同
友
会
八
尾

支
部
の
Ｓ
Ｋ
Ｈ
株
式
会
社
の
檜
原
雅
之
専
務
が
「
え

だ
ま
め
ビ
ー
ル
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
八
尾
特
産

の
枝
豆
を
ビ
ー
ル
に
商
品
化
し
て
新
産
業
を
創
出
し

た
い
思
い
で
、
岡
山
の
酒
蔵
に
教
え
を
乞
う
た
り
地

ビ
ー
ル
の
先
達
に
教
授
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
試
作

品
を
開
発
し
試
飲
会
の
開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　

こ
の
日
の
懇
親
会
で
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
も
ら

い
、
評
価
を
「
え
だ
ま
め
ビ
ー
ル
」
の
販
売
促
進
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　

次
に
大
阪
経
済
法
科
大
学
・
呉
ゼ
ミ
の
岩
崎
純
哉

さ
ん
が
「
え
だ
ま
め
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」
開
発
の
苦
労

を
語
っ
た
。
八
尾
の
枝
豆
生
産
農
家
に
「
枝
豆
」
を

大
量
に
分
け
て
、
皮
む
き
・
ゆ
で
上
げ
・
か
ら
煎
り
・

粉
砕
な
ど
の
諸
作
業
で
か
な
り
苦
労
し
た
。
試
作
を

重
ね
て
「
八
尾
え
だ
ま
め
味
」（
３
５
０
円
）
を
完

成
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
限
定
し
て
い

る
が
、
も
の
作
り
の
楽
し
さ
と
苦
労
を
実
感
し
た
。

　

以
上
の
発
表
の
後
、
参
加
者
を
小
グ
ル
ー
プ
に
分

け「
地
域
の
中
で
中
小
企
業
が
生
き
る
と
は
」を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
に
入
り
、
議
論
百
出
し
活
発
な

意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。�

（
小
川
秀
人
）

　地域の人親しまれたセブン＆アイ・ホールディングスの西
武八尾店（八尾市光町２）が35年の歴史に幕を下ろした。最
終日の２月28日に「最終閉店売りつくし」が行われ、店内は
主婦らで賑わった。３月以降も一部テナントで営業を継続し
ている。
　ビルを所有する八尾ビルディングと八尾市都市開発による
と、新規の入店者を募ったうえ、10〜 15億円を投じて店舗
を改装し、９月にグランドオープンする予定だ。

　

市
民
の
戦
争
体
験
集

「
孫
た
ち
へ
の
証
言
」
を

毎
年
出
版
し
て
い
る
新
風

書
房
（
大
阪
市
）
が
、
今

年
８
月
発
行
予
定
の
第
30

集
に
載
せ
る
原
稿
を
募
集

し
て
い
る
。

　
「
孫
た
ち
へ
の
証
言
」

は
１
９
８
８
年
か
ら
毎
年

発
行
さ
れ
、
第
３
集
か
ら

全
国
公
募
を
行
っ
て
い

る
。
戦
争
体
験
者
の
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
新
た
な

投
稿
を
掘
り
起
こ
す
た

め
、
昨
年
か
ら
戦
時
中
の

体
験
を
も
つ
方
か
ら
の

「
体
験
編
」に
加
え
て
、「
両

親
、
祖
父
母
か
ら
聞
い
た

話
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
家

族
か
ら
の
「
伝
承
編
」
を

設
け
て
投
稿
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
高
齢
者
の
方
は

代
筆
原
稿
も
受
け
付
け
て

い
る
。

2月18日

連携を深める地域ブランド作り

「
体
験
」 と 「
伝
承
」

原
稿

募
集

第29集
（平成28年8月発行）

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の生地を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

親孝行出版のすすめ
　「孝行のしたい時分に親はなし」と言われます。
　親が亡くなってから、もっと話を聞いておけば
よかったと思う人は少なくありません。まだ親が
元気なうちに話を聞き、形に残すことで親孝行が
できます。また、子どもである自分の存在の貴さ
を改めて確かめることができ、いのちのバトンタッ
チを末代まで残せます。
　プロのライターがインタビューし、熟練の編集
者が編集し、本格的な印刷のうえ上製本（ハード
カバー）に仕上げますので、安心してお任せ下さい。
心を込めて、永遠に残るあなたの財産をお作りし
ます。

《基本設定》
Ａ５判32ページ上製本（ハードカバー）、布表紙に金（または銀）箔押し
モノクロ写真10枚挿入　肉声入りＣＤ付き

制作部数10部　出版費用50万円（税別）

ドニエプル出版

わが人生

細羽 芹司 著

わが人生

声 細羽 芹司
＋

上製本 肉声入りＣＤ

〒581-0013 八尾市八尾山本町南 6-2-29
TEL 072-926-5134 ／ FAX 072-921-6893

株式
会社

６歳児までの児童発達支援
18歳 までの　 放課後等デイサービス

こ
ぱ
ん
は
う
す 

さ
く
ら 

刑
部
教
室

３月1日 オープン 「子どもたちが笑顔になる環境づくりを心
がけます」と話す管理者の近藤恵二さん
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